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研究要旨 
 皮膚科診療を専門とする医師を対象として、新たに公表された臨床研究データと
既存のガイドラインとの関連性についてレビューし、これまでの推奨の根拠となっ
ているエビデンスをより強化するなど存在するエビデンスギャップを埋める診療ガ
イドラインを作成することを目指している。これまでに合計 6 回の作成委員会を開
催し、重要臨床課題を 20 件程度設定し、文献を検索し、エビデンスの評価と統合で
求められたエビデンスの強さ、益と害のバランスのほか、患者の価値観の多様性、
経済学的な視点も考慮して、推奨とその強さを決定した。また、これらのエビデン
スをもとにした解説文を第 I 章として記載し、第Ⅱ章には構造的抄録を付記した診
療ガイドラインを作成している。 
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Ａ．研究目的 
 アトピー性皮膚炎は、科学的なエビデン
スに基づく治療によって自然寛解も期待
される疾患である。皮膚科診療を専門とす
る医師を対象として、新たに公表された臨
床研究データと既存のガイドラインとの
関連性についてレビューし、これまでの推
奨の根拠となっているエビデンスをより
強化するなど存在するエビデンスギャッ
プを埋める診療ガイドラインを作成する
ことを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 重要臨床課題を基に患者にとって重要
なアウトカムを改善するために必要な問
題を重要臨床課題として設定し、Medline, 



 

Cochrane Library, 医学中央雑誌を用いて
文献を検索し、エビデンスレベルの評価と
統合で求められたエビデンス総体として
のエビデンスの強さ、益と害のバランスの
ほか、患者の価値観の多様性、経済学的な
視点なども考慮して、GRADE システムを参
考にして推奨とその強さを決定したもの
を第Ⅱ章とする。メインアウトカムは、益
として皮疹（医師の評価、患者の評価）、
かゆみ、QOL、再燃回数、害として治療や
検査などによる有害事象と無治療による
有害事象とする。また、アトピー性皮膚炎
の診療に重要な項目の解説文を第 I章とす
る。 
 
Ｃ．研究結果 
 これまでに計 6回の作成委員会を開催し、
重要臨床課題を基に患者にとって重要な
アウトカムを改善するために必要な問題
を重要臨床課題として 20 件程度設定し、
文献を検索し、エビデンスの評価と統合で
求められたエビデンスの強さ、益と害のバ
ランスのほか、患者の価値観の多様性、経
済学的な視点も考慮して、推奨とその強さ
を決定した。また、これらのエビデンスを
もとにした解説文を第 I 章として記載し、
第Ⅱ章には構造的抄録を付記した診療ガ
イドラインを作成中である。 
 
Ｄ．考察 
 アトピー性皮膚炎の患者が、その居住す
る地域にかかわらず等しく科学的見地に
基づく適切な医療を受けることができる
ようにするためのリソースになるガイド
ラインを作ることは、喫緊の課題である。
今後、アトピー性皮膚炎の診療の均霑化の
ためには、アトピー性皮膚炎の診療に携わ
るすべての医師が用いることを想定した
新たなガイドラインの作成を視野に入れ
て準備を進めていくことが必要と考える。 
 
Ｅ．結論 
 新たに公表された臨床研究データと既
存のガイドラインとの関連性をレビュー
し、エビデンスギャップを埋めた診療ガイ
ドラインを作成している。 
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